デン カン ノ 1920ネンダイ ノ サクヒン ニオケル ジョセイ ゾウ ニミル キンダイ ニホン ノ エイキョウ by 閻 瑜 & エン ユ
田漢の一九二〇年代の作品における女性像にみる近
代日本の影響
著者名(日) 閻 瑜 
雑誌名 大妻国文
巻 44
ページ 91-105
発行年 2013-03
URL http://id.nii.ac.jp/1114/00005657/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
田漢の一九二〇年代の作品における女性像にみる近代日本の影響
九一
田漢の一九二〇年代の作品における女性像にみる近代日本の影響
閻
　　　　　　　　
瑜
はじめに
　
中国国歌の作詞者であり、著名な劇作家である田漢は一九一六年から二二年まで日本に留学したことがある。彼は当時
の日本で注目され始めた新劇に傾倒し、新劇の公演を鑑賞するとともに、一九二〇年から新劇の創作をすでに始め、出世作「珈琲店之一夜」など六つの脚本を創作した。そのうち、話劇「霊光」と「不朽の愛」は東京有楽座と東京中国青年会劇場で上演されたことがある。帰国後の二六年夏、田漢は「南国電影劇社」を創設し、映画製作に挑戦した唯一の文学者として、映画「到民間去」の撮影を行った。その後 上海芸術大学主任兼学長 なり 新劇および映画の創作指導 し、定期的に文芸会を開催し 。二八年春、 「南国電影劇社」を改組して「南国社」を作り、そのほか、南国芸術学院を創設し、文学・戯曲・絵 という三部門から、戯曲を中心とした文学・絵画・音楽・戯曲・映画の五部門に増設した。 「南国社」は話劇の公演のほか、不定期刊行の雑誌『南国』および『南国月刊』 、 『 週刊』 どを創刊するなど、その活動には瞠目すべきも がある。こ 間、新劇の脚本を十七本、小説を三本、映画シナリオを一本創作したほかに、菊池寛と武大妻国文
　
第
44号
　
二〇一三年三月
九二
者小路実篤の戯曲も多く翻訳し、映画評論も発表した。　
ところが、一九三〇年五月、 「中国左翼作家聯盟」の創立者と執行委員の一人であった田漢は、これまでのブルジョア
的なロマンと感傷的な情緒に対して自己批判と反省を行い、 「南国社」とともに「新しい方向に転換し、新しいステージに上がりたい」 宣言した。その後の作品は 唯美主義、芸術至上主義から離れ、反帝国運動を唱える作品を大量に作成する なる。　
したがい、一九二〇年から二九年までの間は、田漢の「南国時代」と呼ばれている。田漢 作品創作は日本留学時代の
後半の一九二〇年から始まる。田漢は佐藤春夫、村松梢風などの日本近代文学者と親しく交流し、とくに谷崎潤一郎と長年交友関係を持ち、作品には谷崎文学の受容が多く読み取れる
（（
（
。ほかに、映画製作への挑戦および映画「到民間去」の構
想も谷崎潤一郎の映画観と日本近代文学の影響を受けている
（（
（
。このようにしてみると、近代日本での留学経験は、田漢の
創作の源泉と言ってもよかろう。したがって、方向転換前の一九二〇年代の田漢の作品を考察する場合、近代日本は無視してはならない存在と考えられる。小論は、田漢 一九二〇年代 に描かれている女性像に焦点を絞り 文学と社会が田漢文学に与えた影響を検討し 。
一、田漢の一九二〇年代の作品
　
一九二〇年代、田漢は話劇の脚本を十七篇、小説を三篇、映画シナリオを一篇書き上げた。これらの 品はテーマごと
に以下の五種類に分けることができる。特にジャンルを表記しない場合は すべて話劇 脚本であ 。書き上げた年月を作品名の後に記す。
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①②③はほとんど女性を主人公とする作品である。④は内戦で犠牲になった英雄への追懐と軍閥混戦がもたらした家族
の悲劇を描くものである。⑤の「郷愁」は田漢が日本留学中、フィアンセ易淑瑜と一緒に将来の進路に悩むことを描く劇であり、三篇の小説はすべて日本から上海に帰り、亡くなった愛妻淑瑜への追憶や生活状況を描いたものである。③の数作は、親交を結んだ芸術至上主義者谷崎潤一郎や佐藤春夫の作品からの影響があると考えられる。 「古池の音」については、唯美派作家谷崎潤一郎 作品からの受容を考察したことがあるが、ほ の作品についての探求は別稿に譲ること したい。これから女性を主人公とする①②の作品に焦点を当て、その形成の背景にある近代日本から 影響を考察して きたい。
二、恋愛自由・純愛という主張
　
田漢の作品の女性主人公の特徴に注目すると、まず自由恋愛を主張し、純愛（
purelove （
を
求めるために家出をする
という点に気づくだろう。
テーマ
作品名
①恋愛自由・純愛
「珈琲店之一夜」 （一九二一・冬
（、「獲虎之夜」 （一九二二～二三
（、
「生之意志」
（一九二八・六
（、「湖上の悲劇」 （一九二八・冬
（、「南帰」 （一九二九・二
（
②女工など無産階級への同情と支持
「薛亜夢之鬼」
（一九二二・一
（、「昼飯之前」 （一九二二・夏
（、「戦慄」 （一九二九・一
（、
映画シナリオ「到民間去」
（一九二六・夏
（
③芸術至上主義
「梵峨璘と薔薇」
（一九二〇・九
（、「霊光」 （一九二〇・十
（、「名優之死」 （一九二七・冬
（、
「古池の音」
（一九二九・夏
（
④戦士への追懐、内戦への不満「黄花崗」
（一九二五～二九、未完
（、「江村小景」 （一九二七・冬
（、「蘇州夜話」 （一九二八・六
（
⑤自伝的作品
「郷愁」
（一九二二
（、「落花時節」 （一九二二
（、小説「月光」
（一九二五・十
（、
小説「上海」
（一九二七～二九
（、小説「蘇州紀行」
（一九二八・十二
（
九四
　「珈琲店之一夜」の白秋英は両親を亡くした後、女子中学校を中退せざるをえなく、しかも叔父たちに急いで嫁に出される運命から逃げ出し、愛している李乾卿を唯一の希望として都会で珈琲店の女給として働く。学費をためながら、大学に入った李が迎えに来るのをひそかに待っている。　「獲虎之夜」の蓮姑は、親が決めた婚約者との結婚式の前に、恋人黄大傻と家出を計画していた。 「私は自分で黄兄と結婚すると決めた以上、黄家の人間となるのだ」という蓮姑の自己主張の強い発言が印象深いものである。　「生之意志」の娘は自由恋愛を主張し、親に黙って従兄と結婚し、子供まで生んでしまう。　「湖上の悲劇」の白薇 父が決めた婚約者を拒否しつづけ、家出を て自殺を図ったが救われる。音信不通だった恋人がすでに不本意でありながら結婚し、子供がいることを知った時、三度目の自殺で死んでしまう。　「南帰」の春は母にある農家の少年と婚約させられた。ところが、春の心には 以前この村に滞在していたある漂泊者のことしかない。彼女はこの漂泊者が木に刻んだ詩を毎日読み、彼が残したぼろぼろの靴を枕にして寝る ある日、この漂泊者はようやく村 戻ってきたが、春 留守 ている間に 母に春の婚約を告げられたため、再び果 ない旅に出かける。彼が村を去ったと聞いた春 、母の反対にもか わらず、彼の後ろを追って村を出ていく。　上記の作品は一九二一年から二九年の間に創作されたものである。そのうち、 「珈琲店之一夜」は一九二一年冬書き上
げ、二二年五月に『創造季刊』創刊号に発表された後、五〇年代まで違う作品集に収録する際に三回修正を重ね いる。　
一九一九年に行われた五・四運動の前後まで続けられた新文化運動（広く一九一五年から二五年までの時期
（
には、西
洋の洗礼を受けた人々が「民主」 「科学」という外来思想をもって 中国 伝統思想や習俗 根源であ 儒教を批判し、封建的専制制度に矛先を向けた。親を含めた第三者 よって結婚相手が決められた「包
ほう
辦べん
婚こん
」反対や自由恋愛などの婚姻
問題は五・四期に最も注目される問題の一つとなった。 「包辦婚」に対する抵抗として、自殺や家出などが見られるようになった。伝統的な家庭から飛び出すことは、反封建の積極的行動として受け止め れ、個性解放を求めた知識人の典型
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的な行動となった
（（
（
。
　「珈琲店之一夜」の白秋英、 「獲虎之夜」の蓮姑、 「生之意志」の娘、 「湖上の悲劇」の白薇、 「南帰」の春は、皆親に決められた婚姻に反対し、純愛を求めて決然と伝統的な家庭から逃げ出した女性である。　これらの女性像の形成は、中国五・四運動期の新文化運動の影響があると考えられる。田漢は五・四運動の直前に、東
京にいなら李大釗
（4
（
などが立ち上げた「少年中国学会」
（（
（
に参加し、一番早い時期の会員となった。そのほかに、五・四運動
の三日後、東京で八百名の中国留学生が中国駐日公使館を囲む事件が起こったが、田漢はその中の一人であった
（（
（
。田漢は
五・四運動を強く意識し、支持する立場をとったことがわかる。　
ところで、一九二〇年二月九日付で郭沫若宛ての手紙においては、 『時事新報』文藝コラム「学灯」の編集者である友
人宗白華から 手紙に 二、三枚の「学灯」が同封されていた時、宝物を得たように大変喜び 数日間も続いた意志消沈した状態から抜け出すことができたと書いてい 。ここから、田漢は日本留学中、中国 文芸書籍や研究資料がなかなか手に入らないことが推測できる。田漢は「少年中国学会」の会員であるため、毎月中国から『少年中国』が届いてが、文藝誌や研究資料は日本国内の出版物に頼っていた 考えられる。　
田漢の一九二一年の日記『薔薇之道』によると、 『東京日日新聞』と『東京朝日新聞』を定期購読し、 『東京日日新聞』
に連載の「学者気質」といった気に入った記事を切り抜い ノートに貼り付ける習慣を持っていた。そのほかに、 『時事新報』 、 『報知新聞』 、 『国民新聞』もよく購入していた。つまり、当時東京五大新聞のうち四つも日常的に読んでい ことがわかる。新聞 ほかに、当時の主な文芸誌も常 読んでいた。同日記十月二七日の項から『解放』 定期購読、十月十六日の項 ら『改造』をよく読んでいたことが確認できる。　
上記の新聞記事のなかで、田漢が最も興味をもつのは三面記事、とくに恋愛に関するものである。同 記『薔薇之道』
十月十九日の項においては、次の う 書いて る。
九六
　
日本に住んでから、日本の社会の種々の世相を観察するのが好きになり、そして、好奇心が強く、美人を愛するた
め、日本歴史上、および現代の美人や才媛についての逸話を集めることを好んでいる。幸いなことに、日本の雑誌や新聞はこのようなロマンスを報道することに熱心である。現代美人の悲話の中で、最も注目を集めているのは、やはり白蓮女史 武子夫人、および日向欣子である。
　
この日の帰りに、電車のなかで神保町で購入した『美人研究号』に夢中になり、乗り越したため、空腹を我慢せざるを
えなかった。この『美人研究号』には、この三人の美人についての記事が掲載されている。田漢はこの日の日記において、三人の悲運を書きとめている。　
三人のうち、田漢は柳原白蓮の恋
（（
（
に最も関心を持ち、日記には連日にわたりその事件の進展について記し、白蓮女史が
夫伊藤伝右衛門宛ての手紙を全文中国語に訳している。田漢は白蓮女史の才能を賞賛し、その不運に同情していた。同年十月二十二日付『朝日新聞』の三面にある「同棲十年の良人を捨てて、情人 許へ走る」という内容の記事を読んだ後、白蓮女史と宮崎龍介とのロマンチックな関係に意外に思うと同時に、白蓮女史の行方を心配した。 し 、三面記事については、これまで今 ほど感嘆・絶賛したことはないと記　
白蓮女史の駆け落ち事件についてはもちろん、マスコミを賑わせていた松井須磨子が島村抱月の死を追って自殺した事
件についても関心を持ち、一九二〇年六月、友人黄日葵が訪ね きた際、この事件について議論したことがある
（（
（
。ほか
に、日本作家の失恋物語にも関心を持っていた。同日記十月二十八日の項によると、 『時事新報』 （一九一八・三・十九～九・二〇
（
に連載されていた久米正雄の通俗小説『蛍草』を愛読し、日本文壇新進作家の作品に触れるのは、これが始ま
りである。同 の日記には、明治期の国木田独歩についても記してい 。国木田の『恋愛日記』の最後 二日間の内容を
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中国語に訳している。そして、翌日の十月二十九日の項においては、 『読売新聞』に掲載された評論家野村隈畔が妻子を捨て、若い美人と隠居するようになるという記事を取り上げている。二十三歳の若さで、恋愛物語に関心を寄せるのは当たり前のことであるが、これらの事件は田漢の恋愛観の形成に多かれ少なかれ影響を及ぼしていたのではないかと思われる。　
一九一九年八月に、田漢は「秘密恋愛と公開恋愛」 （ 『少年中国』第一巻第二期
（
と
いう小論文を発表し、 「愛」を宇宙
および男女の間にこ 上ない大きな力を持っているものと見なし、恋愛に基づいた婚姻を唱え、男女が恋愛する場合、秘密にせずに公開すべきだと主張している。論文のなか 本間久雄の「性的道徳の新傾向」に紹介されているスウェーデンの女流思想家エレン・ケイの恋愛観 賛同していると書 ている。　
ところで、中国でエレン・ケイ（
E
llenK
ey
一八四九～一九二六
（
の
本格的な紹介が始まるのは、一九二〇年三月に沈
雁冰が『婦 雑誌』に発表し 「愛情與結婚」である。中国におけるエレン・ケイ 恋愛観を紹介する文章はほとんど日本経由のものといってもいい
（（
（
。しかし、日本留学中の田漢は、日本の資料を通して中国本土よりおよそ一年前にエレン・
ケイの思想に触れることができたといえる。　
一九二〇年三月十八日付で郭沫若宛ての手紙
（（
（
には、エレン・ケイの「霊肉一致の結婚」という論説を取り上げ、見合い
結婚に反対し、恋愛 基づいた結婚が望まし という平塚ら うの主張を引用し、親が決めた婚約者を受け入れない郭沫若とアンナの結婚を大いに賛美し、郭の結婚の弁護者になるとさえも明言している。これに続き、次のよう 述べてる。
　
この問題（恋愛に基づく結婚を指す、引用者注
（
については、私は全気力の十分の四を使って研究することをすで
に決意している。これから『太平洋』の女子問題研究を担当し、 『少年中国』に「恋愛生活論」を発表する予定であ
九八
る。そして、この問題をテーマに、劇を書こうとする。君二人はもしかしたら、この劇のモデルになるかもしれないのよ。
　
田漢の恋愛結婚観を裏付けるものには、同じく一九二〇年三月二十九日付で郭沫若宛ての書簡がある。この書簡では、
田漢は次のことを明言している。
私は結婚と恋愛とは離れてはいけないものであると主張している。
　
そして、同書簡において、田漢は島村民蔵の結婚観を引用しながら、恋愛に基づかない結婚は二種類あり、一つは面子
のための結婚、もう一つはお金のための結婚であると指摘する。最後に、自分と郭は面子やお金のための結婚の犠牲者にならずに済むことはいかに幸せなことかと感激する。　
右記のように、田漢は恋愛自由、および純 に基づいた結婚を主張している。この 結婚観の形成期は、十八歳から
二十四歳まで 日本留学生活と重なっている。田漢が日本に留学していた一九十六～二二年ごろ、ちょうど大正デモクラシーの時期にあたり、日本の女性解放運動が盛んに行われていた頃であった。青鞜社の結成（一九一一
（
を経て、新婦人
協会（一九一九
（、
日本婦人参政権協会（一九二一
（
が
結成され、女性参政権を求める気運が徐々に高まっていった。日
本社会を知るための重要な手段である新聞媒体や小説は、純愛 求めて家出をするなど伝統 会に反抗する女性を多く取り上げていた。そして、欧米 状況に関する図書や欧米の原書を日本で読むことができ、中国の同時期の知識人より一歩早く西洋の思想や現状を知ることもできた。田漢が暮らしていた大正時代の日本社会はその恋愛に基づいた結婚観の形成に重要な環境を与え といえよう。
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三、女工の悲運と無産階級への同情と支持
　
一九二〇年代、女工や無産階級の生活に視線を注いだ田漢の作品は以下の四つである。
　「薛亜夢之鬼」は資本家の娘である陳が経営している紡績工場で最近ストライキがよく起こるため、みんなによく働こうと呼びかけるという目的で友人の蔣家の長女竹に工場で講演してもらう。しかし、工場を見学し、ほこりが多く騒音がひどい劣悪な環境で十二時間も働く女性たち 過酷な様子を見ると、竹は女権運動の歴史について話すようになる。竹は家に帰り、二人の妹と話し合い、新階級である労働者たちを助けるために、自分たちの最愛のピアノを含めた財産のすべてを売り払い 別荘も寄付し、女工たちの戦友になろうと決心する。　「昼飯之前」は昼ごはんの前、無産階級の家の姉妹は革命への道に進もうと決意する過程を描いている。貧しい家庭の三姉妹が病気になった母の薬を買うために 場で一生懸命に働く。クリスチャンの長女は母の薬代と家計 ため、牧師夫婦の勧誘で、そのだめ息子の嫁になろ と迷っている。次女は神を信じるべきではなく、奮起して資本家と闘争すべきだと主張し、工場の年末闘争に参加していく。闘争のあげく、先頭に立った次女の恋人 打たれ 死ぬ。その後労働者を率いて闘争を続ける次女も打たれて死んでしまう 長女は次女の死で目が醒め、 ために復讐 ようと次女が歩いた道で進もう 決意する。三 同行するこ にする。　「戦慄」において、裕福な家の次男は、自分にも亡くなった父の遺産があるに違いないと思い込んでいたが、しかし、自分が母と父の子ではないため、父の遺産分配に関する遺書には自分の名前が入っていない 次男はこの事実を知った時、不幸な少年時代を思い出 すべ 母 せい して ま 、寝て た母を殺した。とこ が、殺したの 母ではなく、母の傍で寝ていた犬であった。長男はこ 事件で次男を家から追い出そ とす 男 「外は暗いかもしれ い
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が、家よりはずっと明るいのよ」と言って、真夜中に家を飛び出してしまう。　
映画「到民間去」の主人公は社会改革を志す二人の青年、張秋白と郭其昌である。二人にはそれぞれ親に決められた婚
約者がいるが、喫茶店の女中廬美玉に引かれる。大学卒業後、二人は違う道を歩んだ 秋白は家業を受け継ぎ、投資活動も始め、新しい資本家となり、美玉と結婚した。しかしその後、事業が傾きはじめ、元婚約者の家の援助 求めるために、美玉と離縁 、元婚約者と結婚する。一方、其昌は同志らと新しい村を作り、社会の不合理を変え、理想的社会を作ろうとした。美玉は新しい村へ其昌を尋ね、其昌と一緒に村で働きながら幸せに暮らすようになる 事業が完全に失敗し、乞食 成り果てた秋白は新しい村を訪れ、其昌と美玉に再会 たが、二人の幸せの邪魔になりたくないため 自殺してしまう。　「薛亜夢之鬼」と「昼飯之前」では、工場で働く女工たちの惨めな生活に心を痛め、葛藤もあったが、最後に三姉妹は一緒に無産階級の道へ歩いていく。映画シナリオ「到民間去」の廬 は女工では いが 喫茶店 女中である。資本家との結婚・離婚を経て、結局新し 村を作り上げた元恋人のもとに戻り、無産階級者と一緒に希望あふれる生活を暮らしていく。 「戦慄」の主人公は男性であるが、裕福で複雑な家を出て無産階級者 て独立するようと決心する。　これらの作品を書き上げた一九二〇年代は、ちょうど日本社会運動の高揚期にあたり、 「無産階級」という言葉が普及
する頃であった 田漢は日本社会の動向を見つ 関心を示 ていた。　
田漢は一九二〇年二・三月に『少年中国』第一巻第八・九期に発表した論文「詩人と労働問題」の冒頭では、 「最近、
今時の社会問題 る婦人問題と労働問題についてかなり熱心に研究 る」と語って る。この「詩人 労働問題」を含め、およそ三ヵ月後の六月に書き上げた論文「 「知識の実」を食べた後の話」 （ 『少年世界』第一巻第八期、一九二〇・八
（
は、その研究の成果といえる。ほかに、同年八月、労働者の苦労した生活を描いた詩「ある日本の労働者」 （ 『少
年中国』第二巻第二期、一九二〇・八
（
も
発表した。論文「詩人と労働問題」を発表する際の前書きには、 「ずっと前か
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ら『少年世界』婦人号に二、三篇の文章を書くようと頼まれているが、 （中略
（
今
日になってようやく筆を動かすことが
できた」と記している。ここから、二〇年あたり婦人問題について真剣に考え、調査を行っていたことがわかる。この二篇の論文の内容を見 みよう。　
論文「詩人と労働問題」は労働者の生活を詠うイギリス女性詩人イーディス・ネズビット（
E
dithN
esbit
一八五八～一
九二四
（
の詩に感銘し、当時話題となった労働問題と詩人とを結びつけて論じたものである。論文においては、当時日本
詩壇の新人、 「純情詩人」とも呼ばれる詩人生田春月が著作した『新詩作法』の序文と第一章の内容を引用し、詩人になるにはまず詩 として、人間としての素養が必要であるという生田の主張に共鳴を感じ、全書を中国語に訳して『少年中国』の読者に紹介したい気持ちを強く持ってい と語っている。さらに、詩人となる素養は人間となる素養であるという生田の考え 基づき、自分の観点を示す。つまり、詩人は 種類の労働を行う労働者である。一つは人間となるための労働、もう一つは詩人となるため 労働である ほかに 論文 日本作家 論説や事例を多く取り上げ 日本文壇と社会熟知している様子がうかがえ 。 とえば、小説家小川未明は家族全員に疫病にかか 、生活に苦しんだ折、日本文壇の諸作家は、小川を物質上と精神上慰めるために 『小川未明氏慰安集』を出版すると提案した。田漢はイーディス・ネズビットの詩から この頭脳労働者同士の助け合いを連想し、たいへん感動したと書いている。そして、 「詩を愛する人の心の中では、高山樗牛の言う美しい生活を想像することができる」と うような書き方は日本文学への深い理解 示している。　
論文「 「知識の実」を食べた後の話」においては、結婚前と結婚後の女工の悲惨な工場での生活にて受けた害を、日本、
イギリス、アメリカ、ドイツの統計数字で説明してい 。結婚前の女工については 日本の例を用 女工 死亡率や結核などの重病にかかった比率は極めて高く、毎年五千人の死者 ほか 二万五千 の重病者も出している。つまり、 「工業戦」による犠牲者と負傷者はそ 十年前の日露戦争（奉天戦争
（
と
大差がないのである。結婚後の女工の悲劇
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については、イギリスとドイツが統計した出産率や乳幼児の死亡率を引用し、その悲惨な生活ぶりを説明している。機械文明化の社会にいる女性たちは、本来の性別を捨てて中性に、感情的な生活を離れて理性的 （機械生活
（
に、無償
の奴隷からサラリー奴隷に、 『人形の家』の主人公から「解放の悲劇」の主人公に変わったのである。このような悲劇の女主人公といえば、工場で働く女工が最も多い。田漢はこの考えに基づき、女工の悲運を注目し始めたと推測できる。　
そして、この論文では、女性解放運動を主張するメアリ・ウルストンクラフト（
M
aryW
ollstonecraft
一七五九～九七
（
と女性解放運動による悲劇から女性を救うために生まれた母性保護論者エレン・ケイ 論説を紹介しながら、女性解放運動の歴史を整理する。さらに、日本著名な女性評論家山川菊栄の与謝野晶子と平塚明子（平塚らいてう
（
についての論説
に大いに賛成する。前者は経済の独立を主張し、十八世紀 メアリ・ウルストンクラフトの論説か 由来しているのに対し、後者は母性保護を主張し、二十世紀のエレン・ケイの考えによる。女権運動と母 運動はすべて時代の産物と時代精神の反映だと田漢は指摘してい 山川菊栄はウルストンクラフトとケイの 説の不徹底性を指摘しているが、解決法を提出せず、ただ両者は更に徹底的な結論を出してほしい 文章を終わらせている。その解決方法としては、田漢は十九世紀 ドイツの社会主義 アウグスト・ベーベル（
A
ugustB
ebel 一八四〇～一九一三
（
の
考えに賛成する。つま
り、女子問題の本質は労働問題であり、現在の社会制度を変えないとこの問題を完全に解決できない である。　
田漢によると、女子運動は十八世紀から始まった女権運動（個人主義的
（
と十九世紀末、二十世紀初頭の母権運動
（国家主義的運動
（
を
経て、二十世紀以降は男女が手をつなぐ労働運動、つまり社会主義の女子運動となる。人間として
目覚めた女子は 個人主義 時代と国家主義の時代の後に 自分が社会の一員、即ち、社会主義時代 生活を送ることになる。これはみな「知識の実」を食べた後 話である。 「知識の実」を食べた後、不幸や悲劇が起こるかもしれないが、この悲劇の主人公と るのはいかに悲壮 幸福なこ であろう。　
田漢の考えをまとめると、女性は「知識の実」を食べてから男女平等などに目覚め 行う。その結果、
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家庭の束縛から逃げ出し、工場で働き、経済の独立がある程度実現できるようになる。しかし、ただ無償の奴隷からサラリー奴隷に、 『人形の家』の主人公から「解放の悲劇」の主人公に変わったのである。女工たちの惨めな生活ぶりは、これが最善の解決策ではないと示 ている。これからは、女性は男性と団結して無産階級の社会主義的な生活を送るべきである。田漢がこの論文を書いた当時、中国では女子 、つまり女権論、女子職業論が最も盛んに唱えられる時期にあたる。日本の女子運動は中国よりずっ 歴史があ ため、中国 女性運動は先輩の挫折や失敗から学び、遠回りを避けて近道を選ばなけ ばならないのである。　
実際に、 「薛亜夢之鬼」 、 「昼飯之前」 、 「戦慄」 、 「到民間去」という田漢の作品は、みな最後に無産階級に仲間入りして
社会主義運動を行うように ると設定している。そのうち、 「薛亜夢之鬼」の竹 紡績工場の女工を前に行う女性解放運動の歴史についての演説、女工の過酷な労働状況、労働者からの搾取に支えられる裕福な生活という真相、労働者に対する寄付とその仲間入りなど、どれもこれも田漢の論点の反映といえる。そして、 「到民間去」は武者小路実篤 「新しき村」に触発され、郭其昌は労働者たちと力を合わせて新し 村を作り上げる。これも田漢 言う社会主義的生活の具体的な現われといえる。
おわりに
　
田漢の一九十六年から二二年までの日本留学生活は、ちょうど十八歳から二十四歳までという人生観や恋愛観を築き上
げる重要な時期と重なっていた。中国本土から届いた書籍や資料が限られていたため、田漢は日本の書籍や新聞媒体から資料を収集し、日本社会と文学への認識を深めたのみならず 欧米 ついて 見識も広 た。たと ば、エレン・ケイ思想に触れたのは中国 土より一年ほど早い。 して、田漢が主張している自由恋愛に基づく恋愛結婚観や女性解放運動
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の解決策も、日本思想家と評論家の論説を研究して得た結論である。　
田漢は当時日本で盛んに取り上げられていた女性問題と労働問題については特に関心を持ち、研究論文を数篇も執筆す
るほかに、それに関連する作品も創作した。純愛 讃え、自由恋愛に基づいた結婚を主張する女性が主人公として描かれてい 。一方 女性解放運動の一環となる女性 社会参加の進展により、繊維産業で働く女工が大量に増えていた。田漢は過酷な労働環境で働き、悲惨な生活を送る女工に同情の目線を向け、彼女たちを救うために、社会主義運動に目覚めるべきだと考えている。この考えを女性主人公に託し、資本家 家庭から独立し、女工などの労 者を援助し、無産階級に仲間入りするような女性像も作り上げた。 「珈琲店之一夜」 、 「獲虎之夜」 、 「薛亜夢之鬼」 、 「昼飯之前」などの作品は中国からの資料が少ない か、日本社会や日本の書籍と真正面から向き合う環境の中から生まれたものである。　
田漢は上海に帰った後も日本とのつながりを持ち続けていた。ほかの知識人と同じように、日本の書籍を通して外国を
知るために、内山書店によく出入りして日本文学や社会に関する最新情報を確認していた。谷崎潤一郎や佐藤春夫などの文学者とは親交が深く、菊池寛や武者小路実篤などの作品翻訳などを行っていた。日本文壇の動向をよく把握すると同時に、その刺激を受け 日本留学時代の延長線 ある作品「生之意志」 、 「湖上 悲劇」 、 「南帰」 「戦慄」 、 「到民間去」を世に送り出したと考えられる。　
以上述べてきたように、田漢の一九二〇年代の作品における女性像の形成は、当時の日本社会、特に女性解放運動や社
会主義運動から大いに示唆 ていたといえ 。
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